
エコル
ー
ツ
紀
行

黒
部
川
の

電
源
開
発
を
辿
る

　

久
々
の
、
黒
部
だ
っ
た
。
学
生
時
代
で
あ
る
か
ら
か
れ
こ
れ
四
十
年
も

前
の
こ
と
。
黒
部
峡
谷
の
「
上
の
廊
下
」
支
流
に
分
け
入
り
、
岩
魚
を
釣

り
上
げ
、
塩
焼
き
に
し
て
舌
鼓
を
打
っ
た
っ
け
。
翌
日
か
翌
々
日
、
黒
部

ダ
ム
に
辿
り
着
い
た
と
記
憶
す
る
。

　

ダ
ム
が
竣
工
し
て
数
年
後
の
夏
で
あ
る
。
両
側
の
峻
険
な
山
肌
に
が
っ

ち
り
と
し
た
ア
ー
チ
型
ダ
ム
が
食
い
込
み
、
上
流
は
青
々
と
し
た
黒
部
湖

が
広
が
っ
て
い
る
。
下
流
に
向
か
っ
て
は
、
放
水
口
か
ら
ふ
た
筋
、
ラ
ッ

パ
状
に
広
が
っ
た
シ
ャ
ワ
ー
が
吹
き
出
て
い
る―

―

。

　

光
景
は
往
時
の
ま
ま
、
何
ひ
と
つ
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
も
っ
と
も
、

こ
ち
ら
の
変
容
は
は
な
は
だ
し
い
。
往
時
の
健
脚
は
と
っ
く
に
失
わ
れ
、

ダ
ム
展
望
台
の
階
段
を
上
る
の
も
途
中
で
ひ
と
休
み
す
る
体
た
ら
く
で
あ

っ
た
。
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黒
部
に
怪
我
な
し

　

こ
の
た
び
は
取
材
と
し
て
特
別
に
、
下
流
の
「
下
の
廊
下
」
か

ら
遡
る
か
た
ち
で
、
関
西
電
力
の
工
事
用
ル
ー
ト
で
黒
部
ダ
ム
を

目
指
し
た
。
起
点
は
宇
奈
月
。
早
朝
、
黒
部
峡
谷
鉄
道
の
ト
ロ
ッ

コ
電
車
に
乗
り
込
む
。
発
電
設
備
建
設
の
資
機
材
運
搬
の
た
め
の

敷
設
を
起
源
と
す
る
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
塗
ら
れ
た
小
さ
な
車
輌
で

あ
る
。

　

黒
部
峡
谷
に
は
黒
部
川
第
四
発
電
所
（
黒
四
）
を
含
め
、
関
西

電
力
の
四
つ
の
ダ
ム
、
十
カ
所
の
発
電
所
が
あ
る
。
送
電
線
を
含

め
、
日
々
、
巡
視
点
検
に
当
た
る
人
々
が
い
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
、
用
具
を
背
負
い
、
地
下
足
袋
を
履
い
た
作
業
員
が
車
輌

に
乗
り
込
む
。

　

彼
ら
を
束
ね
る
の
は
黒
部
川
電
力
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
所
長
の

米
澤
出
穂
氏
。
地
元
・
富
山
の
出
身
で
、
い
わ
ゆ
る
「
水
力
屋
」。

入
社
以
来
、
水
力
発
電
の
技
術
業
務
に
携
わ
り
神
通
川
水
系
の
発

電
所
や
本
社
勤
務
な
ど
を
経
て
、
三
年
前
、
黒
部
へ
や
っ
て
き
た
。

　

車
輌
は
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
。
峡
谷
の
眺
め
は
見
と
れ
る

ほ
ど
に
美
し
い
。
見
上
げ
れ
ば
急
峻
な
山
並
み
、
目
線
を
下
げ
れ

ば
深
く
切
り
込
ん
だ
谷
間
。
そ
の
底
を
、
た
っ
ぷ
り
と
し
た
水
量

の
清
流
が
飛
沫
を
散
ら
し
て
走
っ
て
い
る
。
高
低
が
あ
っ
て
水
量

豊
か
で
あ
る
こ
と
が
水
力
発
電
の
条
件
で
あ
る
が
、
黒
部
が
そ
の

条
件
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

万
年
雪
を
い
た
だ
く
標
高
三
千
ｍ
級
の
立
山
連
峰
と
後
立
山
連

峰
に
挟
ま
れ
、
深
く
刻
ま
れ
た
黒
部
峡
谷
。
冬
場
は
雪
崩
が
頻
発

し
、
豪
雨
が
降
れ
ば
激
流
が
谷
を
襲
う
。
秘
境
は
自
然
環
境
が
つ

く
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
正
期
に
電
源
開
発
の
調
査
が
始
ま
り
、
昭
和
の
初
め
、
日
本

電
力
に
よ
る
柳
河
原
発
電
所
が
黒
部
川
流
域
の
初
め
て
の
発
電
所

と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。
電
源
開
発
以
前
は
も
ち
ろ
ん
ト
ロ
ッ
コ

の
走
る
軌
道
な
ど
は
な
く
、
崖
に
沿
っ
た
、
人
ひ
と
り
が
通
れ
る

歩
道
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

黒
部
に
怪
我
な
し―

―

と
い
う
言
い
伝
え
は
こ
の
頃
で
き
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
歩
道
か
ら
転
落
す
れ
ば
す
な
わ
ち
あ
の
世
へ
ま
い

る
と
い
う
意
で
あ
る
。

　

黒
一
と
言
う
べ
き
こ
の
発
電
所
は
既
に
水
没
し
て
い
る
が
、

一
九
九
三
年
、
新
柳
河
原
発
電
所
と
し
て
再
生
。
ト
ロ
ッ
コ
電
車

か
ら
も
「
湖
上
に
浮
か
ぶ
城
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
瀟
洒
な
つ
く
り

の
建
屋
が
見
え
る
。
黒
部
川
第
二
発
電
所
（
黒
二
）、
橋
、
ト
ン

ネ
ル
、
ダ
ム
…
…
車
輌
は
ゆ
っ
く
り
と
奥
地
へ
分
け
入
っ
て
い
く
。

終
点
は
欅
平
（
け
や
き
だ
い
ら
）。
黒
部
川
第
三
発
電
所
（
黒
三
）

が
あ
る
地
点
だ
。

　

日
中
戦
争
が
ド
ロ
沼
化
し
て
い
た
一
九
三
八
年
、
電
力
は
国
家

管
理
体
制
の
も
と
に
置
か
れ
、
日
本
発
送
電
へ
統
合
さ
れ
る
。
こ

の
二
年
前
よ
り
、
黒
三
は
電
源
開
発
の
目
玉
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
建
設
は
難
航
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
地
熱
帯
に
遭
遇

し
て
幾
度
か
頓
挫
し
、
あ
る
い
は
大
雪
崩
に
よ
っ
て
作
業
宿
舎
が

吹
き
飛
ば
さ
れ
る
惨
事
も
あ
っ
た
。
黒
三
建
設
の
苦
闘
史
は
吉
村

昭
の
名
作
『
高
熱
隧
道
』
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
盤
温
度
が
一
六
〇
℃
以
上
に
も
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
、
当
時

の
灼
熱
は
な
い
が
、
地
熱
帯
は
い
ま
な
お
生
き
て
い
る
。
欅
平
か

黒部川電気記念館
黒部川電源開発の起点・宇奈月駅前に1987年、開館。黒部川の源流から
日本海まで、流域の全容を縮尺1/7500の「大山岳パノラマ」で紹介するほ
か、縮尺1/60の「黒部ダム大模型」、戦前、黒部開発の調査のため、黒部
峡谷の絶壁を這うようにしてつくられた「日電歩道」のジオラマ、記念館入口
には、黒部川電源開発の初期から活躍した「黒部専用鉄道電気機関車」も
展示されている。この日は久里（くのり）館長から説明を受けた。
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◀黒部川電力システ
ムセンター所長の米澤
出穂氏の案内で、黒
部峡谷鉄道・トロッコ
電車に乗り込み、黒
部川上流へと向かう



黒部川第三発電所
戦前、「高熱隧道」の難工事を克服して完成した発電所。建設に
あたっては、まず建設用ルート開削とその資材運搬のため、欅平

（けやきだいら）に当時日本一の高さを誇る高さ200mの竪坑エ
レベーターと仙人谷までの軌道隧道を設けることになったが、隧
道工事では高熱地帯に遭遇。約2年がかりで貫通させた。

新柳河原発電所

黒部川水系の電源開発
1918年	 高峰譲吉博士、黒部川の電源開発に着目し、
	 調査を開始
1927年	 柳河原発電所	運転開始（出力	54,000kW）
1936年	 愛本発電所	運転開始（出力	30,700kW）
	 小屋平ダム完成
	 黒部川第二発電所	運転開始（出力	72,000kW）
1940年　仙人谷ダム完成
	 黒部川第三発電所	運転開始（出力	81,000kW）
1947年	 黒薙第二発電所	運転開始（出力	7,600kW）
1951年	 関西電力発足
1956年	 黒部川第四発電所	建設工事着工
1957年	 5月	大町ルートトンネル掘削工事で
	 大破砕帯に遭遇	→	12月	大破砕帯を突破
1961年	 黒部川第四発電所	一部運転開始
1963年	 5月	黒部ダム完成
	 6月	黒部川第四発電所	竣工（出力	335,000kW）
	 10月	新黒部川第三発電所	運転開始
	 （出力	107,000kW）
1966年	 新黒部川第二発電所	運転開始（出力	74,200kW）
1985年	 音沢発電所	運転開始（出力	124,000kW）
1992年	 柳河原発電所	運転停止
1993年	 黒部川第四発電所遠隔制御化
	 新柳河原発電所	運転開始（出力	41,200kW）
2000年	 宇奈月発電所	運転開始（出力	20,000kW）

＊出力値は現在のもの
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▲黒部川第二発電所。
建築家・山口文象氏の設計

▲高熱隧道。
現在の岩盤温度は40℃程度

ら
竪
坑
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
へ
出
て
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
に
乗
り

換
え
る
。
ト
ン
ネ
ル
内
を
進
む
車
輌
の
窓
を
開
け
る
と
、
肌
色
の

地
肌
か
ら
む
っ
と
す
る
熱
気
が
吹
き
つ
け
て
く
る
。
ト
ン
ネ
ル
を

吹
き
抜
け
る
風
や
、
並
行
し
て
敷
設
さ
れ
た
導
水
管
に
よ
る
冷
却

効
果
も
あ
り
、
現
在
の
岩
盤
温
度
は
四
〇
℃
程
度
だ
と
い
う
。

社
運
を
賭
け
る

　

戦
後
六
年
目
の
一
九
五
一
年
、
日
本
発
送
電
は
九
電
力
体
制
に

分
割
・
再
編
さ
れ
、
関
西
電
力
も
そ
の
時
に
誕
生
し
た
。
当
時
、

電
力
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
。
家
庭
の
電
灯
が
消
え
る
こ
と
は
日
常

茶
飯
事
で
あ
り
、
産
業
用
電
力
の
需
要
も
逼
迫
し
て
い
た
。

　

黒
三
の
上
流
に
さ
ら
に
発
電
所
を
設
け
る
。
プ
ラ
ン
自
体
は
戦

前
か
ら
あ
っ
た
が
、
黒
三
を
上
回
る
難
工
事
は
必
至
で
あ
り
、
巨

額
な
建
設
費
用
を
要
す
る
。

　

七
割
成
功
の
見
通
し
が
あ
れ
ば
勇
断
を
も
っ
て
実
行
す
る―

―

当
時
の
社
長
・
太
田
垣
士
郎
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
出
力
規

模
三
十
三
万
余
kW
。
黒
三
が
八
万
余
kW
で
あ
る
か
ら
、
黒
四
は
そ

れ
ま
で
の
規
模
を
は
る
か
に
超
え
る
巨
大
発
電
所
。
関
西
電
力
の

社
運
を
賭
け
た
事
業
で
あ
っ
た
が
、
土
木
・
建
設
・
重
機
に
ま
た

が
る
各
界
の
総
力
を
挙
げ
た
事
業
で
も
あ
っ
た
。

　

工
事
は
七
年
に
及
ん
だ
。
幾
多
の
困
難
が
あ
っ
た
が
、
最
大
の

難
関
が
関
電
ト
ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
付
近
の
地
層
に
潜
ん
で
い
た

「
大
破
砕
帯
」
の
突
破
で
あ
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
が
開
か
れ
な
い

と
大
型
機
材
は
現
場
に
届
か
ず
、事
実
上
、ダ
ム
建
設
は
で
き
な
い
。

　

苦
闘
す
る
こ
と
七
カ
月―

―

。
つ
い
に
悪
路
は
開
通
す
る
。
ダ



ム
・
発
電
所
の
完
成
は
こ
の
六
年
後
、
一
九
六
三
年
で
あ
る
。
工

事
に
従
事
し
た
者
は
一
千
万
人
、
総
工
費
は
当
初
予
定
の
約

四
百
億
円
を
大
き
く
上
回
り
、
結
果
的
に
五
百
十
三
億
円
に
達
し

た
。

地
下
の
発
電
所

　

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
は
、
地
下
軌
道
を
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
く
。

や
が
て
煌
々
と
し
た
灯
り
が
集
ま
る
地
点
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
黒

部
川
第
四
発
電
所
。
黒
部
ダ
ム
か
ら
は
十
㎞
下
流
、
地
下
二
百
ｍ

の
地
点
で
あ
る
。
ダ
ム
に
湛
え
ら
れ
た
水
は
地
下
水
路
を
伝
っ
て

こ
の
発
電
所
へ
と
や
っ
て
く
る
。

　

計
器
類
が
並
ぶ
制
御
室
、
オ
フ
ィ
ス
、
そ
し
て
発
電
施
設
…
…
。

す
べ
て
が
地
下
に
埋
め
込
ま
れ
た
の
は
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
内

に
あ
る
当
地
の
美
観
を
損
な
わ
な
い
た
め
、
さ
ら
に
雪
崩
か
ら
施

設
を
守
る
た
め
で
あ
る
。
建
設
当
時
は
巨
大
な
暗あ

ん
き
ょ渠

で
あ
っ
た
ろ

う
。
よ
く
ぞ
つ
く
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

目
の
前
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
「
ペ
ル
ト
ン
水
車
ラ
ン
ナ
ー
」

が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
水
を
受
け
る
受
け
口
は
、
切
れ
目
の
入
っ

た
花
弁
の
ご
と
き
形
を
し
て
い
る
。
磁
石
が
高
速
回
転
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
電
気
が
発
生
す
る
…
…
。遠
い
昔
、理
科
の
授
業
で
習
っ

た
こ
と
が
よ
ぎ
る
。

補
修
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
日
々

　

米
澤
さ
ん
を
ヘ
ッ
ド
と
す
る
黒
部
川
電
力
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

に
所
属
す
る
人
々
が
、
発
電
所
の
点
検
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
っ

て
き
た
。
送
電
線
で
い
え
ば
、
徒
歩
、
あ
る
い
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
使
っ
た
目
視
点
検
が
あ
る
。
鉄
塔
に
登
っ
て
調
べ
る
定
期
点

検
が
あ
る
。
発
電
所
で
い
え
ば
、
運
転
状
態
の
ま
ま
の
巡
視
点
検
、

停
止
さ
せ
て
調
べ
る
定
期
点
検
、
さ
ら
に
数
年
に
一
回
、
発
電
機

を
ば
ら
し
て
調
べ
る
分
解
点
検
が
あ
る
。
休
み
な
き
仕
事
で
あ
る
。

　

人
々
は
、
早
朝
、
宇
奈
月
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
電
車
で
作
業
現
場
へ

向
か
い
、
夕
刻
の
便
で
戻
る
。
流
域
に
点
在
す
る
宿
舎
で
の
泊
ま

り
勤
務
も
あ
る
。
積
雪
期
、
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
動
か
な
い
。
軌
道

に
沿
っ
て
細
い
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
い
て
、
徒
歩
で
現
場
に
向

か
う
。
最
も
遠
い
現
場
へ
は
片
道
三
時
間
近
く
の
道
の
り
と
な
る
。

　

米
澤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
補
修
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
き
ち
ん
と

し
て
い
け
ば
、
水
力
発
電
所
は
百
年
、
二
百
年
と
稼
働
し
続
け
て

い
く
だ
ろ
う
」
と
。
ま
さ
し
く
次
世
代
へ
手
渡
し
て
い
け
る
貴
重

な
資
産
で
あ
る
。

　

日
々
、
淡
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
点
検
と
い
う
業
務
。
そ
こ
に
特

に
劇
的
な
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
が
黒
部
川
水
系
の
発
電
を
支
え

て
き
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

息
の
長
い
静
か
な
る
情
熱
、

四
十
六
年
目
の
黒
四
ス
ピ
リ
ッ
ト

　

こ
の
半
世
紀
、
電
力
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。

電
力
需
要
が
右
肩
上
が
り
を
続
け
て
い
た
昭
和
三
十
年
代
、
一
刻

も
早
く
大
型
発
電
所
を
つ
く
る
こ
と
は
時
代
の
要
請
で
あ
り
、
正

義
で
あ
っ
た
。
近
年
、
電
力
需
要
は
微
増
あ
る
い
は
横
ば
い
で
あ

黒部川第四発電所
水車発電機4台を擁する、幅22m×奥行き117m×高さ
33mの全地下式発電所。黒部川水系の関西電力の10カ
所の発電所の制御は、現在すべて下流の新愛本制御所で
実施。かつて黒四発電所には十数人が配属されていたが、
今や無人になっている。

インクライン
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高さ＝456m

竪坑エレベーター高さ＝200m

上部軌道  6.5km

黒部トンネル  10.2km
黒部川第四発電所

黒
部
湖

欅平

黒部ルート断面図

▲仙人谷ダム。黒部川第三発電
所の取水ダムとして、1940 年に
完成



る
。
そ
れ
は
日
本
が
成
熟
社
会
へ
移
っ
た
証
左
で
も
あ
ろ
う
。
振

り
返
れ
ば
、
黒
四
建
設
は
、
ひ
た
す
ら
前
を
見
つ
め
て
駆
け
上
る

〝
戦
後
版
・
坂
の
上
の
雲
〟
と
い
う
色
彩
を
帯
び
て
い
る
︱
︱
。

　

今
回
の
取
材
で
、「
黒
四
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
を
幾
度

か
耳
に
し
た
。
困
難
に
め
げ
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ

と
は
、
ど
ん
な
時
代
に
も
求
め
ら
れ
る
普
遍
的
な
価
値
で
あ
る
。

　

と
同
時
に
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
質
は
時
代
の
中
で
変
容
し
て
い
く
。

時
代
は
複
雑
化
し
、
何
が
正
義
か
と
い
う
こ
と
も
多
様
化
し
て
い

る
今
、
黒
四
建
設
を
追
っ
て
い
る
と
、
シ
ン
プ
ル
な
明
瞭
さ
に
ふ

と
羨
望
の
念
が
よ
ぎ
っ
た
り
す
る
。

　

言
え
る
こ
と
は
、
電
力
は
現
代
文
明
を
維
持
す
る
必
須
の
要
件

で
あ
り
、
空
気
や
水
の
ご
と
く
、
こ
と
さ
ら
あ
り
が
た
み
を
意
識

さ
れ
ず
と
も
安
定
的
に
供
給
さ
れ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
息
の
長
い
、
静
か
な
る
情
熱―

―

そ
こ
に
、
受

け
継
ぐ
べ
き
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

●

　

地
下
発
電
所
を
出
て
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
で
五
百
ｍ
ほ
ど
上
が
り
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、
黒
部
ダ
ム
へ
。
ダ
ム
へ
は
、
富
山
県
側
、

長
野
県
側
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
、
観
光
コ
ー
ス

と
し
て
も
す
っ
か
り
定
着
し
た
。
幾
度
か
中
国
語
の
会
話
を
耳
に

す
る
。
観
光
地
ク
ロ
ヨ
ン
は
国
際
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ダ
ム
か
ら
の
帰
り
道
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
。
ル
ー
ト
は
か
の
破
砕

帯
を
含
む
大
町
ル
ー
ト
で
あ
る
。
も
は
や
そ
の
痕
跡
は
関
電
ト
ン

ネ
ル
内
の
印
の
み
。
十
数
分
で
扇
沢
駅
へ
と
達
す
る
。

　

バ
ス
の
中
、
眠
り
に
落
ち
つ
つ
、
登
山
具
を
背
負
っ
て
黒
部
ダ

ム
に
辿
り
着
い
た
往
時
の
日
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
。
同
じ
よ
う

に
、
か
ら
り
と
晴
れ
た
日
で
あ
っ
た
な
…
…
。
大
自
然
の
中
、
突

如
、
現
れ
た
人
工
物
の
威
容
に
驚
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
威
容
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
ダ
ム
は
も
は
や
黒
部
の
自
然

の
中
に
溶
け
込
ん
で
あ
る
も
の
と
し
て
映
っ
た
。
歳
月
が
な
せ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ダ
ム
は
こ
れ
か
ら
も
ま
た
長
い
時
間
を
刻
ん
で

い
く
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
層
、
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
く
の
だ
ろ

う
。
あ
た
か
も
遠
い
日
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
。

後
藤 

正
治　
ご
と
う  

ま
さ
は
る

一
九
四
六
年
京
都
府
生
ま
れ
。
京
都
大
学
農
学
部
卒
。
ス
ポ
ー
ツ
や
医
療
、人
物
論
を
テ
ー
マ

に
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
と
し
て
活
躍
。
主
な
著
書『
リ
タ
ー
ン
マッ
チ
』『
遠
い
リ
ン
グ
』『
空
白

の
軌
跡
』『
ス
カ
ウ
ト
』『
私
だ
け
の
勲
章
』『
奪
わ
れ
ぬ
も
の
』『
ふ
た
つ
の
生
命
』『
牙―

江
夏
豊

と
そ
の
時
代
』『
秋
の
季
節
に
』『
咬
ま
せ
犬
』『
ベ
ラ・チ
ャ
ス
ラ
フ
ス
カ
』『
不
屈
者
』『
復
活
─
10

の
不
死
鳥
伝
説
』『
ラ
グ
ビ
ー・ロ
マ
ン
』『
は
た
ら
く
若
者
た
ち
』な
ど
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
神
戸

夙
川
学
院
大
学
教
授
も
務
め
る
。

関電トンネル
（トロリーバス）

立山トンネル
（トロリーバス）立山

ロープウェイ

黒部
ケーブルカー

立山
ケーブルカー

立山有料道路

エレベーター

黒四管理事務所
信濃大町 黒部ダム駅 黒部湖駅

扇沢

立山

JR大糸線

黒部ダム

黒部湖

新黒部川第三発電所

高熱地帯

破砕帯

黒部川第三発電所
欅平

新黒部川第二発電所

黒部川第二発電所

新柳河原
発電所

黒部川電気記念館
宇奈月

宇奈月温泉駅
黒部川電力システムセンター

新愛本
変電所

新愛本
制御所

宇奈月ダム
（国土交通省）

出し平ダム

二見取水ダム

北又取水ダム

富山地方鉄道

黒部峡谷鉄道
（トロッコ電車）

黒薙第二発電所

黒部川第四発電所

宇奈月
発電所

音沢発電所

愛本発電所

小屋平ダム

黒部川

仙人谷ダム

インクライン

N

黒部川流域案内図

黒部ダム
黒部川最上流のダム。堤頂は標高1470m、高さ186m（日本一）、堤頂長
492m、総貯水量約2億㎥のアーチ式ダム。アーチ式とは、貯水した水の圧
力を両岸の山で受け止める方式。黒部ダムは、アーチ式ダムの中でも力学的
に最も進歩したドーム型で、お椀を縦に割ったような形をしている。6月26日〜
10月15日までは、峡谷の景観維持のため、毎秒10t以上の水量で観光放
水を実施。

黒部の湧水
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▲トロリーバスで関電
トンネルを抜ける。破
砕帯の場所がブルー
のライトで示される



ささじま のぶよし　笹島建設会長
1917年富山県生まれ。43年初めて土木建築業
に従事、45年熊谷組笹島班を組織。56年黒四
大町ルート・黒部ルート工事着工、翌年大破砕
帯に遭遇、突破への苦闘を続ける。64年笹島建
設創立、社長就任。90年より現職。

北
ア
ル
プ
ス
赤
沢
岳
の
直
下
を
貫
通
し
て
黒

部
ダ
ム
に
至
る
大
町
ト
ン
ネ
ル
（
現
・
関

電
ト
ン
ネ
ル
。
全
長
五
・
四
㎞
）。
こ
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
た
め
に
、
熊
谷
組
笹
島
班
班
長
と
し
て

そ
の
現
場
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
一
九
五
六
年
四
月

の
こ
と
だ
っ
た
。
春
と
い
う
の
に
ま
だ
雪
深
く
、
険
し

い
山
肌
に
は
至
る
所
に
雪
崩
の
跡
が
残
る
。
必
死
で
歩

き
回
り
、
な
ん
と
か
し
て
坑こ
う
ぐ
ち口
と
宿
営
地
の
探
索
を
果

た
し
た
が
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
必
要
な
現
地
踏
査
も
ボ

ー
リ
ン
グ
も
、
と
て
も
行
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
穴
が
掘
れ
る
の
か
︱
︱
そ
ん
な
不

安
が
よ
ぎ
っ
た
が
、
大
町
ト
ン
ネ
ル
は
、
ダ
ム
建
設
現

西
電
力
の
太
田
垣
士
郎
社
長
が
視
察
に
訪
れ
た
。

　

現
地
に
着
く
や
、
雨
合
羽
と
長
靴
で
身
を
固
め
た
太

田
垣
さ
ん
は
、
危
険
だ
か
ら
と
止
め
よ
う
と
す
る
周
囲

の
者
を
「
ず
っ
と
奥
で
み
ん
な
仕
事
を
し
て
く
れ
て
る

じ
ゃ
な
い
か
」
と
一
喝
し
、
ず
ん
ず
ん
と
坑
内
へ
。
私

は
案
内
役
を
務
め
た
が
、
狭
く
て
危
険
な
坑
内
、
早
く

出
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
ば
か
り
願
っ
て
い
た
。
太
田
垣

さ
ん
は
ト
ン
ネ
ル
の
切き
り
は羽
ま
で
や
っ
て
き
て
、
凄
ま
じ

い
勢
い
で
流
れ
出
る
湧
水
を
し
ば
ら
く
じ
っ
と
見
て
い

た
が
、
突
然
私
に
、「
ど
う
か
ね
、
掘
れ
る
か
ね
」
と

聞
い
て
き
た
。「
な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
う
」、
私
は

お
う
む
返
し
に
答
え
た
。
と
い
っ
て
も
自
信
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
掘
れ
る
か
ど
う
か
な
ん
て
わ
か
ら
な

い
が
、
掘
る
し
か
な
い
。
半
ば
や
け
っ
ぱ
ち
な
思
い
で
、

口
走
っ
た
言
葉
だ
っ
た
。
し
か
し
私
の
こ
の
言
葉
に
、

太
田
垣
さ
ん
は
「
ル
ー
ト
変
更
せ
ず
」
と
の
決
意
を
固

め
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

数
日
後
、
私
の
も
と
に
一
枚
の
絵
葉
書
が
届
い
た
。

「
昨
日
は
大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
大
変
な
難
工
事
だ
と

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
明
る
い
元
気
な
顔
を

見
て
安
心
し
ま
し
た
。
日
本
土
木
の
名
誉
に
か
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
御
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
宇
奈
月
に

て　

太
田
垣
」
︱
︱
関
西
電
力
の
社
長
か
ら
葉
書
を
も

ら
う
な
ん
て
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
が
、
太
田
垣
さ
ん

は
、
帰
阪
後
直
ち
に
工
事
完
遂
の
決
意
を
告
げ
、「
鉛

筆
一
本
、
紙
一
枚
を
節
約
し
て
で
も
黒
四
の
工
事
に
は

不
自
由
さ
せ
な
い
」
と
宣
言
さ
れ
た
。

　

こ
れ
で
一
気
に
現
場
の
士
気
が
高
ま
っ
た
。
大
破
砕

帯
突
入
の
ニ
ュ
ー
ス
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
た
め
、
作
業
員
の
安
否
を
気
遣
う
家
族
か
ら

毎
日
の
よ
う
に
手
紙
や
電
報
が
届
い
た
。
そ
う
し
た
な

か
盆
休
み
で
多
く
の
者
が
郷
里
へ
と
向
か
っ
た
際
は
、

こ
の
う
ち
の
一
割
で
も
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
が
︱
︱

そ
ん
な
私
の
予
想
に
反
し
、
休
み
明
け
、
現
場
復
帰
し

た
者
は
八
割
以
上
。
作
業
員
た
ち
で
一
杯
の
ト
ラ
ッ
ク

を
出
迎
え
た
日
の
感
激
は
、
今
も
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　

厳
し
い
現
場
だ
か
ら
、
賃
金
が
他
よ
り
高
か
っ
た
の

は
事
実
だ
が
、
私
た
ち
を
現
場
に
駆
り
立
て
た
の
は
金

銭
だ
け
で
は
な
い
。
人
間
の
自
尊
心
と
い
う
か
、
誰
も

が
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
命
が
け
で
働
い
た
。

そ
し
て
こ
の
「
金
で
は
買
え
な
い
貴
重
な
経
験
」
こ
そ

が
揺
る
ぎ
な
い
自
信
と
な
り
、
そ
の
後
我
々
は
、
ど
ん

な
に
困
難
な
現
場
に
も
臆
せ
ず
立
ち
向
か
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

五
七
年
十
二
月
二
日
、
全
長
八
十
ｍ
に
も
及
ん
だ
大

破
砕
帯
を
つ
い
に
突
破
。
突
入
以
来
、
実
に
七
カ
月
を

要
し
な
が
ら
も
、
こ
の
難
工
事
を
完
遂
で
き
た
の
は
、

仕
事
を
命
じ
た
人
、
現
場
で
働
く
人
、
す
べ
て
の
人
が

心
を
一
つ
に
で
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

人
間
、
一
人
の
力
は
一
人
分
で
し
か
な
い
。
上
に
立

つ
者
は
い
か
に
み
ん
な
の
気
持
ち
を
一
つ
に
で
き
る
か

ど
う
か
︱
︱
「
世
紀
の
大
事
業
」
は
、
人
間
の
命
が
け

の
総
結
集
で
あ
り
、
人
々
の
信
頼
の
絆
が
な
し
え
た
大

事
業
で
も
あ
っ
た
。

エコルーツ紀行特別コラム

「大破砕帯」に
挑んだ日々
笹島信義 笹島建設会長

場
へ
の
重
要
な
資
材
輸
送
路
。
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
な

け
れ
ば
、
ダ
ム
建
設
も
始
ま
ら
な
い
。
と
に
か
く
や
る

し
か
な
か
っ
た
。
私
自
身
、
今
ま
で
六
十
三
年
間
、
日

本
で
も
海
外
で
も
穴
を
掘
っ
て
き
た
が
、
踏
査
ナ
シ
で

工
事
を
始
め
た
の
は
、
後
に
も
先
に
も
こ
の
時
だ
け
だ

っ
た
。

　

本
坑
掘
削
を
開
始
し
た
の
は
そ
の
年
の
十
月
。
厳
寒

の
な
か
、
一
日
三
交
代
の
二
十
四
時
間
体
制
で
工
事
を

進
め
、
日
進
十
四
ｍ
と
い
う
新
記
録
も
樹
立
し
た
。
と

こ
ろ
が
翌
五
七
年
五
月
一
日
、
坑
口
か
ら
一
・
六
㎞
の

地
点
で
、思
い
も
寄
ら
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。「
大

破
砕
帯
」
と
の
遭
遇
だ
。

　

そ
れ
は
我
々
ト
ン
ネ
ル
マ
ン
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
悪

夢
だ
っ
た
。
掘
っ
て
も
掘
っ
て
も
天
井
は
崩
落
し
、
夏

で
も
四
℃
と
い
う
手
の
切
れ
る
よ
う
な
湧
水
が
、
毎
秒

六
百
ℓ
も
の
勢
い
で
降
っ
て
く
る
。
一
時
間
を
二
十
分

ず
つ
の
三
交
代
で
作
業
を
し
た
が
、
現
場
に
出
て
十
分

も
す
る
と
、
指
先
の
感
覚
が
な
く
な
る
ほ
ど
。
あ
ん
な

に
恐
ろ
し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
作
業
員
た
ち
が
怯
む

の
も
ム
リ
は
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
喝
を
入
れ
よ
う

に
も
「
一
生
懸
命
や
れ
」
と
は
言
え
ず
、「
注
意
し
て

や
れ
」
と
言
う
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

　

現
地
の
関
西
電
力
事
務
所
に
は
直
ち
に
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
事
業
者
、
元
請
け
、

下
請
け
み
ん
な
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
知

恵
を
絞
っ
た
。
と
に
か
く
水
を
抜
こ
う
と
、

十
本
の
水
抜
坑
を
掘
り
、
岩
盤
に
は
薬
液
と

セ
メ
ン
ト
を
注
入
し
て
補
強
し
た
。
そ
れ
で

も
掘
削
作
業
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
ル
ー

ト
変
更
案
も
浮
上
し
始
め
た
八
月
初
め
、
関

宿営地・大町作業所

関電トンネル貫通（下の写真、前列中
央、祝杯をあげているのが笹島さん）

俳優・辰巳柳太郎さん（写真
左）と笹島さん。辰巳さんは、
映画『黒部の太陽』で、「岩
岡剛」（笹島さんがモデル；映
画では石原裕次郎さんが演じ
た）の父親「源三」を演じた
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